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全学ニュース

　6月22日（木）～29日（木）、メルボ
ルン大学からバリー・ジャッド先住民
担当DVC（Deputy Vice-Chancellor；
理事相当）、アーロン・コーン先住民
研究所長、カーステン・クラーク同研
究所職員、リチャード・チェンホール
医療人類学教授、マーゴット・イーデ
ン先住民戦略担当課長、グローバル先
住民修士課程を教えるカミオ・ダリー
講師、先住民所蔵物管理長のヴァネッ
サ・ラス上級講師、先住民研究データ
ネットワーク構築に携わるクリステン・
スミス上席研究員、リヴァイ・マレー
戦略マネージャー、トレント・ライア
ン研究員の計10名が来訪しました。
両大学は、長年の感染症、ナノ材料

研究連携をもとに、2021年末から全学
的な連携強化を図っているところで
す。先住民研究は、アイヌ・先住民研
究センターを有し、総長直下教員組織
の国際連携研究教育局（GI-CoRE）で
も当該分野を推し進める本学と、先住
民知識研究所を設立し、初の先住民担
当の理事職を設けたメルボルン大学の
双方にとって、大きな意味を持つ分野

です。
　今回、先住民研究者一行は、加藤博
文アイヌ・先住民研究センター長らと
ともに、平取町の二風谷コタン、白老
町にできた民族共生象徴空間ウポポ
イ、札幌アイヌ協会への訪問、複数回
のアイヌの方々との会合を行いまし
た。先住民コミュニティにおける貧
困・アルコール中毒・家庭内暴力問
題、キャリアパス形成、大学や国が有
する先住民所蔵物のオーナーシップと
いったことから、両親のどちらかのみ
が先住民の世帯や都心で生まれ育った
先住民出身家庭のルーツへのアクセス
のし難さは、豪日で共通の関心テーマ
でした。また、大学運営と先住民、先
住民出身ではない研究者が先住民研究
に関わる意義と難しさ、学術機関所属
者がコミュニティへ入り研究を行うプ
ロセス、閉じた環境に陥りがちの先住
民コミュニティを海外の先住民コミュ
ニティと繋ぐという大学の役割、大学
が先住民関係における官民コミュニケ
ーションの場を提供すること、先住民
研究分野の共同教育等の様々な議論が

交わされました。
　6月28日（水）に開催された「北海
道大学・メルボルン大学先住民研究に
係るコンファレンス」には、メルボル
ン大学からマイケル・ウェズリー国際・
文化・外部連携担当DVC、エイドリア
ン・リトル国際担当PVC（Pro VC；
副理事相当）、アレックス・ジョンソン
理学副研究院長、キャロル・チェン国
際担当職員が、駐日オーストラリア大
使館から教育・研究担当のジャニン・
ピット参事官と塚本久美子上席マネー
ジャーが駆け付け、寳金清博総長、髙
橋 彩理事・副学長（国際）、横田　篤
理事・副学長（財務・SDGs）、保健科
学研究院の山内太郎教授らに迎えられ
ました。国際・理学関係一行は、農
学・食資源学、人獣共通感染症、理学
の研究者との懇談を行い、今年の7月、
11月に北海道、メルボルンでそれぞれ
開催される農学系ワークショップに繋
がる良い機会となりました。

（アイヌ先住民研究センター／
国際連携研究教育局、国際連携機構）

メルボルン大学の先住民研究者一行が来訪

全学コンファレンス 先住民と健康に係るワークショップ

国際担当執行部の農学・食資源学訪問 ジャッド先住民担当DVC

　横田　篤理事・副学長は、5月29日
（月）から6月1日（木）にサウジア
ラビアのキング・アブドゥッラー科
学技術大学（KAUST）で開催された
GSDC2023に講演者として招聘され、
発表を行いました。
　GSDC2023は、イギリスの高等教育
専門誌「Times Higher Education
（THE：ティー・エイチ・イー）」が
主催し、67か国から538の教育機関が
参加しました。日本からは本学が唯一
の参加教育機関となり、本学からは横
田理事・副学長のほか、秦　絵里国際
部長と加藤　悟サステイナビリティ推
進機構教授の3名が参加しました。
　横田理事・副学長は、5月31日（水）
に行われた、KAUST環境理工学部の

ホン・ペイイン准教授をモデレーター
とする、環境汚染や農業、林業、水産
などをテーマにした「持続可能な環
境」セッションの中で、本学の概況
や、日本及び北海道における農業、酪
農業、水産業の現況と課題、それらの
課題解決に向けた本学の取り組み、教
育プログラム等について報告を行いま
した。セッションの中でのディスカッ
ションでは、大学の経営層がSDGsと
持続可能性の概念を大学のビジョンや
方針に明示的に組み込んで、大学にお
ける教育、研究、運営を含む取り組み
全体に浸透させることが、将来を担う
学生達に正しい価値観をもたらすこと
に繋がることが確認されました。
　6月1日（木）には、SDGsを評価対

象とした「THEインパクトランキン
グ2023」の発表が行われました。本ラ
ンキングには112の国と地域から参加
があり、1,591大学が総合ランキング
の対象となったことが報告され、本学
は世界22位、国内では1位にランクイ
ンしたことが発表されました。
　本会議の最後には、次世代のリーダ
ーを育成するために、大学は持続可能
性の概念を大学の戦略計画に埋め込
み、学生に対して学際的なSDGsプロ
グラムを必修とすることなどが成果文
書としてまとめられました。

（サステイナビリティ推進機構）

GSDC（GLOBAL SUSTAINABLE DEVELOPMENT 
CONGRESS）2023に本学横田　篤理事・副学長が登壇

講演する横田理事・副学長 セッション登壇者

GSDCへの本学からの参加者
（左から秦部長、横田理事・副学長、加藤教授）




